
社会に開かれた広場

1日の時間帯や月日によって
場所の役割が変化

1日の時間帯や月日によって
場所の役割が変化

憩い・公共空間

地域に対する関係人口の継続的接続
「プレイヤー」と「ワーカー・企業とのマッチング」

日常に根差した活動の舞台

行き交う立ち止まる

興味・関心がうまれる 関わる・協働する

価値観が共有され
想いが広がる

新しい価値観がうまれる

value

オープンスペースの価値を生む構造

オープンスペースの価値

都市的価値
偶発的出会いの創出

公共性によるハブ機能

通過と滞留の交差／時間の多様性

社会的価値
誰でも発信できる場

主体性の醸成

小さな挑戦の舞台

経済的価値
関係人口の持続的接続

プレイヤーのブースト

企業とのマッチング機会

かみはちひろば ・ かみはちこうえん

この場所は

「貸す」ためだけのスペースではなく、「使わせる」ためだけの場所でもなく、

この場を利用する人々の自発的協働が生まれる場所です。

通過するだけだった人が、立ち止まり、やがて関わりが生まれる。

そんな出会いがある、開かれた場所です。



かみはちこうえん・かみはちひろばは、

決まった目的や使い方がある場所ではありません。

個々に流れる人々の時間軸が重なり、

その活動や視点が交わることで

関わる人が成長したり、

思いがけないひと幕が生まれる公共空間です。

この場所を日々行き交い、足を止めて憩いを得る人。

この場所で日常の活力を得る人。

この場所を新しい挑戦の「舞台」にする人。

意見や立場の違いが受け止められ、

多様な価値観が共有され、想いの輪が広がります。
ここに多様な人が関わり、想いを重ねることで

偶然の出会いがあたたかい意思に変化する、

街の心地よい居場所になることを願っています。

歴史が交差してきたこの場所で

観光やハレの日に訪れる人と

日々行き交う人々の時間が接続することで

新しい価値観が生み出されます。

イベントや賑わいはそれ自体が目的ではなく、

人が出会い、関係が編み直されるための手段です。

Cross Creates Story.


